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都
の
錦
温
播
密
椙
原
』
を
め
ぐ
っ
て

ハ
リ
デ
ー
研
究

比
較
言
諾
学

俊 芝

典雄

奔

日

和

男

（
東
京
大
学
）
風

英栄

都

良

香

ー

扶

桑

集

所

収

作

品

の

伝

記

的

考

察

中

條

順

子

源

氏

物

語

「

桂

の

院

」

に

つ

い

て

田

坂

憲

1

9

九
州
大
学
蔵
「
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
喩
伽
観
智
儀
軌
」
に
つ
い
て

ー
字
音
資
料
・
古
代
語
資
料
と
し
て
の
考
察
ー
崎
村
弘
文

天

草

本

平

家

物

語

の

文

章

柏

原

卓

元

禄

元

年

い

芭

蕉

井

上

幸

芭

蕉

翁

絵

詞

伝

の

性

格

田

中

雄

副
詞
か
ら
み
た
平
家
吻
語
と
保
元
物
語
・
平
沿
物
語乳海

老
井

汗ロ

遁敏

閻

劫

教

授

ヶ

ー
関
琢
磨
氏
蔵
本
の
紹
介
を
中
心
に
'
|

東
大
寺
切
に
み
え
る
音
便
現
象
に
つ
い
て

0
語

文

研

究

第

42号
（
昭
和
51
年
12
月）

河

内

屋

与

兵

衛

論

横

山

「
新
撰
字
鏡
」
に
於
け
る
天
治
本
と
享
和
本
の
形
式
上

の

相

違

点

に

つ

い

て

高

瀕

秋

月

郷

土

館

「

黒

田

文

庫

」

報

佳

今

井

棚

町
中

野

棚

町

南

里

八
紹
介
＞

春
日
和
男
著
『
説
話
の
語
文
古
代
説
話
文
の
研
究
〗

共
糾
五
説
話
の
語
文
日
本
霊
異
記
漠
字
索
引
』

春
日
和
男

原

栄

一

追

野

福

田

0
語

文

研

究

第

43号
（
昭
和

52
年
6
月）

紫
式
部
の
越
前
の
旅
と
須
磨
巻

―
一
条
東
院
構
想
の
変
遷

ー
ー
明
石
の
君
母
子
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
田
坂
憲
二

中
島
廣
足
の
歌
風
ー
『
自
文
政
五
年
至
同
七
年
詠
草
』
に
つ
い

て

ー

ー

白

石

良

夫

国
語
史
資
料
と
し
て
の
近
松
世
話
物
浄
瑠
璃
ー
ー
濁
点
・
胡
麻
点
等

八
木
毅
著
『
日
本
零
異
記
の
研
究
』

（
付
）
長
興
・
立
圃
俳
諧
資
料

翻
刻
『
み
や
こ
い
り
"
-

中 春若

島 日 木

あ
や
子

益皮

和微

み知で．知源正
ち
子弥敏弥衛一 正

和太

男一
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彙

報

横
山
正
著
『
近
世
演
劇
論
叢
t

中
国
文
学
関
係

0
中
国
文
芸
座
談
会

第
53
回
（
昭
和

51
年
11
月
21
日）

北
伐
ま
で
の
郭
沫
若
に
つ
い
て

玩
元
の
詩
に
つ
い
て

儒
教
的
思
考
に
つ
い
て

第
54
回
（
昭
和

52
年

1
月
23
日）

李
消
照
に
つ
い
て

二
七
年
ま
で
の
郁
達
夫

魯
迅
に
つ
い
て

第
55
回

(
4月
24
日）

乾
隆
時
代
と
襲
自
珍

小
品
文
学
と
張
潮

第

56
回

(
7
月
24
日）

極
述
の
朱
子
批
評

嬰
祐
に
つ
い
て

秋藤

井

良

夫

吉

久

紀

夫

合竹

山村

則

究行

福吉辛

満田島

正久み
ど

博子り

R
さ
h
a
r
d
]
[
に
つ
い
て
ー
因
果
応
報
の
枠
組
み
と

R
i
c
h
a
r
d

0
日
本
中
国
学
会
（
於
武
庫
川
女
子
大

10
月
11
日）

『
己
亥
雑
詩
』
に
現
れ
た
襲
自
珍
の
「
落
花
」
意
識竹

英
語
学
・
英
文
学
関
係

0
日
本
英
文
学
会
第
三
十
回
九
州
支
部
大
会

（
於
福
岡
女
子
大
学
昭
和

52
年

11
月
1
2
.
1
3
H
)

村

則

行

中原愛
屋
敷口

5
月
29
日）

竹

村

則

行

岡

村

繁

甲

裕弘

宏司志

楠松古

木浦川

糸己 末

子崇喜

八
紹
介
＞

笹
淵
友
一
著
『
永
井
荷
風
ー
「
落
堕
」
の
美
学
者
ー
』立

JI

橘

岡西間

村村

秀ふ
さ

繁人子

の
表
記
に
つ
い
て
ー
ー

故
田
村
専
一
郎
先
生
旧
蔵
「
支
子
文
庫
」
報
告

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
有
志

野

口

昭
二
郎

英

哲

義

廣

第
57
回

(
9
月
18
日）

腺
自
珍
「
己
亥
雑
詩
」
に
つ
い
て
ー
旅
と
落
花
と
末
期
の
眼
ー

竹

村

則

阿

部

泰

儒
林
外
史
に
お
け
る
寓
意
的
表
現

第
58
回

(11
月
13
日）

柳
宗
元
「
永
州
八
記
」
に
つ
い
て

魯
迅
の
追
憶
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
の
中
国
学

第
59
回
（
昭
和

53
年

1
月
2
9
1
)

陳
子
昂
と
文
学
理
論

張
騰
「
文
士
伝
」
に
つ
い
て

北
京
大
学
に
お
け
る
生
活

0
九
州
中
国
学
会
（
於
鹿
児
島
高
専

乾
隆
時
代
と
態
自
珍

王
朝
物
語
文
学
と
唐
宋
説
話
文
学

記行
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0
 
C
A
I
R
N
 

仮
面
の
告
白

-
T
.
 S. 
Eliot 
8
ペ
ル
ソ
ナ
に
つ
い
て
1

W
i
l
l
i
a
m
 F
a
u
l
k
n
e
r
 
:
 I
 `羹
ht
in 
A
u
g
u
s
t
 

|
 J
o
e
 C
h
r
i
s
t
m
a
s
と
旧
約
び
と
達
ー
井

マ
ク
ベ
ス
の
変
貌
ー
野
心
か
ら
虚
無
ヘ
ー
太

W
i
l
l
i
a
m
 
F
a
u
l
k
n
e
r
 
:
 Ab
s
a
l
o
m
 `
 
A
b
s
a
l
o
m
!
 

ー

20号
（
昭
和

52
年
7
月）

Il

外
国
文
学
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究

C
o
n
j
u
u
c
t
i
o
n
 
R
e
d
u
c
t
i
o
n
と
否
定

八
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
＞

コ
ウ
ル
リ
ジ
の
位
相

池

用上

昭郎

田

栄

橋上癒松安

ロ野見田徳

保征道修軍

夫郎夫明一

の

悲

劇

ー

太

田

一

ハ
ム
レ
ッ
ト
"
f
a
l
s
e
f
i
r
e
"
の
真
相
ー
状
況
誦
拠
か
ら
始
め
て
1

丸

田

て

ハ

月

の

光

」

に

つ

い

て

小

谷

耕

F
.
 S
.
 
7
 1
 
"
/
、

y
内
｀
i
そ

F
"

『
美
し
く
呪
わ
れ
た
人
』

馬

場

弘

否
定
の
語
用
論
的
考
察
~
N
e
g
A
t
t
r
a
c
t
i
o
n
を
中
心
に
1
・・

池

田

恵

美

子

S
o
m
e
 T
h
o
u
g
h
t
s
 o
n
 N
e
g
a
t
i
v
e
 
R
a
i
s
i
n
g
 
Predicates 

山

崎
川

願

義和

清夫 利 敬．．
 i

i

 昭

ー
そ
の
構
成
と
意
味
に
つ
い
て
'
—

メ
タ
フ
ァ
ー
の
同
定
と
解
法
に
つ
い
て

ー
形
式
言
語
理
論
に
基
づ
く
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
限
界
か
ら
ー

中

村

村

シ
ュ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
於
る
悪
の
認
識
に
つ
い
て

ー
四
大
悲
劇
及
び
一
，
尺
に
は
尺
を
』
を
中
心
に
し
て

水

田

『
恕
き
と
怒
り
」

ー
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
ー水

0
1
8回
九
州
大
学
言
語
科
学
研
学
研
究
会

（
於
九
大
工
学
部
昭
和

33年
2
月

4
日）

日
本
語
の
C
a
u
s
a
t
i
v
e
に
つ
い
て
中
村

独
文
学
関
係

0
日
本
独
文
学
会
第

37回
総
会
・
研
究
発
表
会

（
昭
和

52
年

5
月

23
日
・

24
日
於
東
京
都
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
）

0
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会

（
昭
和

52
年
9
月

29
日
・

30
日

於
北
海
道
大
学
文
学
部
・
法
学
部
）

本
学
関
係
発
表
者

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
変
貌

|
[
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ト
ゥ
ニ
ス
』
一
考
察
I

,.]ヽ

芳

久

出

捌

壬

里 谷

陽

子

好

俊
芳

久

耕
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彙

報

0
か
い
ろ
す

15号
（
昭
和
52
年

10月
発
行
）

『
痴
人
と
死
』
に
お
け
る
「
虚
」
と
し
て
の
生
に
つ
い
て

森

岡

カ

フ

カ

に

お

け

る

変

身

と

戦

い

山

中

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
ー
幻
の
作
品
「
あ
る
戦
い
の
手
記
」

研

究

始

末

記

有

村

離
心
的
行
路
と
詩
人
へ
の
道

ー
＇
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
に
つ
い
て
の

一

考

察

ー

大

西

健

U
b
e
r
 die 
E
n
t
m
y
t
h
o
l
o
g
i
s
i
e
r
u
n
g
 
bei 
R
u
d
o
l
f
 
B
u
l
t
m
a
n
n
 

|
 E
i
n
 M
o
d
e
l
l
 h
e
u
t
i
g
e
r
 
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
e
r
 
H
e
r
m
e
n
e
u
t
i
k
-

中

山

善

C
h
r
i
s
t
i
a
n
 
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
v
o
n
 B
l
a
n
c
k
e
n
b
u
r
g
s
 
R
e
z
e
p
t
i
o
n
 

d
e
s
 
"
W
e
r
t
h
e
r
"
 

-
V
 o
m
 ,, V
e
r
s
u
c
h
 iiber 
d
e
n
 
R
o
m
a
n
"
 z
u
r
 

隆 博章 雨 雄 利

樹 広 心夫

ペ

ー

タ

ー

ゼ

ン

夫

妻

の

敬

虔

主

義

伊

藤

第

29回
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
総
会
・
研
究
発
表
会

（
昭
和
52
年

11月
15
日
・

16
日
於
下
関
市
海
関
荘
）

本
学
関
係
発
表
者

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
に
お
け
る
デ
モ
ー
ニ
ッ

シ

ュ

な

も

の

に

つ

い

て

田

中

暁

、

レ

ッ

シ

ン

グ

悲

劇

論

軽

部

二

一
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
時
代
、
為
人
、
作
品
に
つ
い
て堤

美 男

e6

新

保

弼

L

。R
e
z
e
n
s
1
o
n
1
'
 

E
i
n
e
 v
e
r
g
l
e
i
c
h
e
n
d
e
 U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
 d
e
r
 
n
e
u
e
n
 gro(:len 

W
o
r
t
e
r
b
i
i
c
h
e
r
 
a
u
s
 
d
e
n
 b
e
i
d
e
n
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
S
t
a
a
t
e
n
 

根

本

道

J
.
G
．
ハ
ー
マ
ン
「
美
学
小
論
」
（
訳
注
）
⑧

長

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
ド
イ
ツ
語
教
育
」
に
つ
い
て亘土

薫

91 

特
集
〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

現
代
に
お
け
る
文
学
研
究
の
方
法
論
と
研
究
課
題

司

会

者

の

こ

と

ば

稲

報
告
ー
「
受
容
」
概
念
の
形
成
と
展
開

ー
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
基
点
と
す
る

文

学

研

究

の

歴

史

的

概

観

の

試

み

ー

安

藤

秀

願

報
告
2

科

学

理

論

と

文

芸

学

丸

井

一

郎

報
告
3

物
語
り
作
品
の
構
造
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
過
程

高

木

文

夫

仏
文
学
関
係

0
第

24回
九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

（
昭
和
52
年

11
月

26
日
、
於
福
岡
大
学
）

「

悪

の

華

」

の

イ

ロ

ニ

ー

鹿

毛

憲

•• 

R
o
m
a
n
c
e
s
 s
a
n
s
 
P
a
r
o
l
e
s
"
に
自
允
る
灰
色
の
風
景
に
つ
い
て

大

熊
元 本 屋

知 代

朋 子 蔵 也 彬



現
代
長
崎
市
方
言
の
動
詞
活
用

0
第
18回
九
州
大
学
言
語
科
学
研
究
会

（
昭
和

53年
2
月
4
日
、
於
九
州
大
学
）

本
講
座
関
係
者
発
表

上
代
日
本
語
の
動
詞
活
用
に
関
す
る
共
時
論
的
考
察

田塚

ラ
ン
ボ
オ
の

'G含
定
に
つ
い
て

言
語
学
関
係

彙

報

富

本村

明

広宏

永

好

文
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